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１．はじめに 

 当現場では，新設道路の設置に際して，基礎岩盤まで掘削し，他工事で発生する材料を用いたセメント改良土で

置換する計画である．当該道路は緊急時にも活用できるものとするため，耐震設計上，比較的高強度の基盤が必要

となり，場所により異なるが，一軸圧縮強さ（設計基準強度 quck）2，4，10MPa が必要となった．本稿では主に 10MPa

のセメント改良土を対象とした室内配合試験結果を報告する．また，高強度置換材料（セメント改良土）の検討Ⅱ

1)では試験盛土の結果を報告する。 

２．目的  

 セメント改良土の母材として，比較的大量に発生する砂質土（高位段丘堆積層）を選定した．砂質土とはいえ，

現地で発生する高位段丘堆積層には，粘土塊，固結した砂岩，玉石が含まれており，セメントとの混合はもとより，

解砕・破砕が必要となる．そこで，破砕混合が同時にできる回転式破砕混合装置を使用して施工することを前提に

して，室内配合試験を実施した．室内配合試験は，盛土現場において確実に設計基準強度を達成する配合（その１）

及び管理値（その２）を決定に資する目的で実施した． 

３．使用材料 

3.1 母材 

 写真-1 に示すように，掘削を予定している高位段丘堆積層（以後，「段

丘砂」という）から試料を採取して試験に供した．なお，段丘砂は地山に

おいては粘土塊、玉砂利を含み、固結しているものの，木槌等で砕くこと

が可能で，破砕後の細粒分含有率は 10％未満であった． 

3.2 セメント 
 セメント改良土からの六価クロムの溶出を抑制するため， B 種高炉セメント（太平洋セメント社製）を用いた． 

3.3 水 

 実際の現場では工業用水を使用する計画であるが，室内配合試験では水道水を用いた． 

４．破砕混合装置 

 工事においては，図-1 に示す NETIS 登録（KT-090048-VE）さ

れ，平成 28 年度準推奨技術の評価を受けている回転式破砕混合

装置を用いるが，本室内配合試験では手混合とした． 

５．設定配合強度 

 回転式破砕混合システムにおけるこれまでの実績から砂質土

の場合には，現場／室内比＝0.80，変動係数＝7.7％として，現

場で確実に設計基準強度を達成するための配合強度を設計基準

強度／{0.8×(1－3×0.077)}とした．その結果，10MPa の設計基準

強度については，16.3MPa の配合強度とした． 
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写真-1 高位段丘堆積層の状況 

図-1 回転式破砕混合装置概念図 
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６．室内配合試験（その１） 

 セメントの添加率（配合）を決める目的で，室内配合試験

（その１）を実施した．配合試験は，母材とセメントの乾燥

質量比（外割）5，10，20，30％で実施した．その結果を図

-2 に示す．この結果，設計基準強度 2，4，10MPa のセメン

ト添加率（添加量）は，表-1 に示すように，それぞれ 13.9％

（220kg/m3），18.7％（290kg/m3），32.8％（470kg/m3）となっ

た． 

７．室内配合試験（その２）  

 現場での管理値を決めるデータを得る目的で，設計基準強

度 2，4，10MPa のセメント改良土を対象として，含水比及

び締固め度をパラメータとした室内配合試験（その２）を実

施した．試験結果を図-3 及び図-4 に示す．設計基準強度

10MPa の場合，含水比は最適含水比 14.1％よりも高くなると

一軸圧縮強さが低下する傾向がみられた．締固め度は 92～

97％の範囲においては，締固め度が高いほど一軸圧縮強さも

高まり，一軸圧縮強さへの締固め度の影響は設計基準強度2，

4MPa と比較して大きいことが分かった． 

設計基準強度 10MPa では，含水比が最適含水比＋2.0％で，

締固め度は 92％を下回ると設計基準強度を達成できない恐

れがあるが，設計基準強度 2MPa，4MPa では最適含水比＋

2.0％の一軸圧縮強さは，最適含水比の場合よりも高い強度

となっており，設計基準強度 10MPa の場合とは異なる傾向

を示した． 

８．まとめ  

 盛土工事においては，ダンプトラックによる運搬を考えて

いるため，含水比の設定ではコーン指数の影響も調査した．

その結果、設計基準強度 10MPa では，改良土の含水比が最

適含水比＋0.5％を超えるとコーン指数 qcが 1,200kN/m2を下

回ることが分かった． 

これらの情報及び試験盛土の結果を反映して、管理値を決

定する必要がある．  

９．おわりに  

 今回の試験では，他の母材（砂子又層上部層砂質土）や砕

石（C-20）を添加して強度増進を図る試験も同時に行った．

その結果は前者では 10MPa を達成するためにはセメント量

が膨大になること，後者では大幅なセメント量の低減が図れ

なかったことから，設計基準強度 10MPa を達成するために

は，現場では段丘砂を用いてセメント改良土を製造すること

に決定した． 
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図-2 材齢 28 日の一軸圧縮試験結果 

表-1 要求品質とセメント添加率（段丘砂） 

図-3 含水比と一軸圧縮強さの関係 

図-4 締固め度と一軸圧縮強さの関係 
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